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最近起 きた一連の事件､血

液製剤問題､BSE問 題､在

中 日本総領事館 問題 に見受

ける当事者の危機意識 の欠

如 には目を覆いたくなる｡残

念なが ら日本は先進 国の呈

葬為 していない.借:櫟管理が

叫ばれて久 しいが､政府･官 僚か らして問題が起 こっ

てから同じような弁明を繰 り返 している｡環境マネジ

メントシステムに学ぶまでもな ぐ 緊急事態への対応

や不適合の再発防止策を講じてお くなど､今や世界の

常識であろうに､すべてが後手後手に回る様子 を見て

いると､自国の政府の方を信じないのかと責められて

も俄かに信じ難 く､自虐的にな らざるを得ないのであ

る｡日本の文化は､恥 の文化1であるとベネディク トが

看破したが､戦前は職 や首を賭 して虞 任をとったも

のである｡しか し､最近はこの文化 も失敗否定文化 に

成 り下が り､責任をとらないために隠そうとする｡隠

せば事の顕わるる1で､苦 し紛れに稚拙な嘘をつ く｡結

果はバ レ､赤っ恥を掻いて､厭々首を差 し出す｡

サ ンフランシスコ平和条約が発効 して50年 になる

のだが､東西冷戦構造がとっくに崩れた今 日でも米国

の従属の下､国民総リスクぼけ､｢自分達だけ良ければ1

の結果であろう.流石 に､自分達だけ良ければでは済

まないと気がついて地球環境問題を取 り上げるよう

になったのはいいことだ｡し かし､妥協の産物であろ

うが､先進諸国に温暖化ガスの排出枠を権利 として割

り当て､そ の過不足の売買を認めるというのは妙な話

しだ｡百歩譲ってこの売買が現在世代間の取引である

から成 り立つであろう｡けれどもこの世に現存 しない

未来世代 と現在世代 との問で､彼 らが将来持つであろ

う環境に関する所有権 について､対 等な取引が成立

する筈はない｡そ こには 自ずから倫理的な行動が要

請される｡

そ もそ も経済学は｢人間が合理的な存在である｣と

の仮定の下､資本主義社会においては｢見えざる手iに

よって 自己利益の追及 こそが社会全体の利益を増進

すると､いわば道徳･倫理 を否定す ることから出発 し

たのに､今 日､地球温暖化に直面 して､経 済学は本来

捨てた筈の｢倫理1を呼び戻す羽目に陥って しまって

いるのである｡環境 マネジメン トシステムに取 り組

んでみると､組織内外に本 旨を理解､徹 底させるのは

容易な ことではない｡全 産業に及ぶ には百年河清を

侯つ類であろう｡幸い､小･中･高 の学校でユ トリ教育

が始まった｡自 然に触れ合 って環境 を知 甑 本物と偽

物を見分 ける体験教育にこそ税金 を使ってもらいた

い｡この世代に期待するのが一番早道であろう｡

食品業界で起きた事件はこれに似たような事例で

ある｡法に触れるものは例外 として､不特定多数の消

費者の口に入るものは安全性だけでな く､安心 を添

えて提供されるべきものとされ る｡安心 ということ

になると､無 防備な消費者がメーカーに対 して論理

を超えて一種信仰 にも似た絶対的信任を与えている

のであ り､メーカーは常に倫理的自制を求め られる

ことになろう｡比較的環境や食品といった仕事 に関

わ りのある会員の一人 として､伝 統的な恥の文化を

失敗肯定の文化 と捉 えて､自 戒を込めて この道 を貫

いて行 こうと思っている｡


